
協働事例紹介シート

取り組みの概要

・実績管理、奨励⾦⽀給 ・資源回収対象品の分別、保管

市内町内会において約８割程度が実施しており、実施団体は７００団体を超えてい

るなど、市⺠意識の定着化が図られてきました。

市⺠総ぐるみのごみ減量・資源化運動の展開を図るための事業の⼀環として、昭和55年度に資

源モデル事業を開始。昭和60年から全市的な取り組みとして、回収された資源の量に応じて活

動資⾦となる「資源集団回収奨励⾦⽀給制度」を設けました。 平成４年11⽉から町内会毎に

月１回「資源回収の日」を設定し、資源化運動の拡大を図っています。

地域の環境保全などに対する自治活動と市の資源化施策の考え方を一体化させるも

のとして、地域や市⺠レベルでごみ減量と資源リサイクル運動に対する意識の⾼揚

をねらいとしたものです。

清掃事業課 町内会、これに準ずる団体

・団体認定、助言ができる

・町内会で意思決定し、回収業者の選

定ができる

[ 補助・助成 ]事業実施昭和 60 年度〜 市⺠等と連携・協⼒

強み

役割

協働の

きっかけ

協働のポイント

資源集団回収

新規の実施団体はなかなか増加しない現状にあります。

協働の

成果

事業実施の意思

地域住民同士の連帯感、

ごみ減量意識の高揚

回収業者

町内会等

業者

市集計

奨励金の申請

奨励金の交付

・少子高齢化に伴

い町内会や子供会

による廃品回収な

どが減少

・保管場所の確保

が難しい


